
商品市況展望 平成 24 年 1 月 15 日記 

 

 フランスを中心とした欧州 9 ヶ国の国債が格下げされ、欧州経済危機の進行は年が明けても

全く変化無し。商品市場はこれを材料にして、ある時はインフレ懸念で急騰し、ある時は信用

収縮懸念で急落するわけである。 

 

 行き着く先がどこなのか？というのは神のみぞ知る話である。しかしタンス預金が 4 億もあ

るなら｢天下国家の事だけを考えて｣いても大丈夫だろうが、そうじゃない人は自分の身は自分で

守らないといけない。 

 いや、タンス預金が億単位もあったら、インフレになった場合は目減りして大変だから、実際

は天下国家の事だけじゃなく、なおさら真剣に運用を考えるはずだ。そうじゃなきゃ小沢氏も、

不動産なんぞ幾つも持つわけもないだろうからね。 

 

 そんな事はともかく、もしも日本でもデフレからインフレに変わる、国債の金利がイタリア

などのように急騰する…という図式があるとすれば、それは年々積み重なる財政赤字＝国債残

高が個人金融資産を上回る時ではあるまいか。 

 ざっくりで現在の国債発行残高が 1000 兆円。個人金融資産は 1400 兆円。毎年 100 兆円くら

いは積み上がるペースだとすれば、4 年後に危機がやって来るかもしれない。 

 

 実際にそうなるかどうかなど、予言者じゃないのだから当方には判らん。判らんが、その可能

性があるなら防衛手段はゴールドへの投資だろう。 

 先物業界に席を置く者としては言いづらいが、金への投資は先物よりも、ETF などよりも、

金貨への投資がベターだと今は考えている。それも 1 オンス金貨とかではなく、もっと小さな

コインがベターであると。 

 

 ゴールド自体の購入は、鉱山会社や精錬所から直接買えるような剛の者は別にして、先物市場

で現受けすると一番手数料が安い。田中貴金属などで買うよりも、確実に安く買えるのだ。 

 しかし単位は１キロバーであり、相場が 4,000 円なら 400 万円＋消費税がその価格になるわ

けだ。 

 

 ずっと持っているなら安く買えた方が良いわけだが、インフレに備えての防衛として金を購入

し、例えば子どもの学費が必要になったら売却するとかを考えた場合には、税金の存在が大き

くなってしまう。 

 法改正によって金の売却益には、5 年以内の短期保有の場合は… 

課税所得＝譲渡益｛売却価格－取得費－譲渡費用｝－特別控除 50 万円となる。 

例として 400 万円で購入、1 年後 600 万円で売却（手数料抜き） 

600 万円－400 万円－50 万円＝課税所得 150 万円も掛かってしまう。 

 解りやすく譲渡費用の計算はゼロとしたが、幾ら儲けても 50 万円以上は全部税金で持っていか

れるわけだ。 

 

 5 年以上の長期保有でも… 

課税所得＝（譲渡益｛売却価格－取得費－譲渡費用｝－特別控除 50 万円）×0.5 となるわけで、

同じく 400 万円で購入、600 万円で売却した場合は、 

600 万円－400 万円－50 万円×0.5＝課税所得 75 万円の税金が掛かる。 

 

 こんなんじゃ、リスクを抱えて金を保有するのはお国を儲けさすだけの話になってしまう。こ

りゃたまらん！ 

 だが 30 万円以内の売却には、譲渡益の税金は掛からない。つまり小さなコインなら税金は掛



からないわけだ。 

 

 ちなみに今の相場なら、1 オンス金貨＝約 31 グラムだから 14 万円くらい。2 分 1 オンスで

75,000 円くらい、4 分の 1 オンスで 38,000 円くらい、10 分の１オンスで 15,000 円くらいだ。 

 10分の1オンス金貨というのは、たったの3グラムちょっとしかないちっぽけな金貨であり、

グラム 4,000 円の今の金価格で考えればたったの 12,000 円のものではあって割高ではある。 

 だがこれが 30 万円以上になるのは金価格が 20 倍になってもまだ届かぬわけで、これなら小

分けにして売却して歩けば税金は掛からん。 

 

 脱税を指南するわけじゃないし、10 分の 1 オンスの金貨を 1000 個＝1500 万円を売ったらど

うなる？何て話はしない。しないが、状況を見ながら金貨投資を考えるのは面白いと思っている。 

 10 分の 1 オンス金貨はちゃち過ぎるから、2 分の 1 オンスと 4 分の 1 オンスの金貨でも集め

ようかな。 

 

 

 



〔貴金属〕 
今週の金の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

1 月 10 日 \4,004 -36 \4,012 -35 

1 月 11 日 \4,056 52 \4,060 48 

1 月 12 日 \4,075 19 \4,079 19 

1 月 13 日 \4,069 -6 \4,072 -7 

金相場は、先週号においては『目先のチャートトレンドは戻り売り有利。しかし押したところ

は買われるわけで、スピーディーな逆張りが有効な時間帯であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休明けは 4,000 円台を一時割り込むものの、その後も続伸。週末には

4,109円の高値まで付け、その後は軟化して終了である。 

○東京金日足 

…削除済み… 

昨年末に 3,808円の安値を記録したところから見れば、今週までで 300 円戻したわけだ。 

しかし昨年の高値である 4,700円台にはまだ 600円足らず、上下 500円は簡単に動く相場ゆえ、

まだまだ 300円程度の値動きは平常通り！ 

 

チャートでは基準線にほぼ到達し、相対力指数も 30 ポイント→50 ポイントに戻したところ。

また一目均衡表の雲の下での推移であり、この辺からは戻り売り圧力も出て来るところだろう。 

だが 12/30の大納会という記念すべき日に 3,800円という安値を出したわけで、これが底だと

しても何の不思議もないか。 

 

とにかく材料は欧州経済危機であり、買われる時は｢通貨がダメなのだからラストリゾートと

しての金買い｣であり、売られる時は｢信用収縮懸念からの換金売り｣である。 

…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \3,763 2 月 24 日 \4,750 9 月 7 日 \3,535 3 月 18 日 \4,069 

2012 年 4 月 \3,970 4 月 26 日 \4,751 9 月 7 日 \3,807 
12 月 30

日 
\4,072 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 
12 月 30

日 
\4,073 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 
12 月 30

日 
\4,073 

2012 年 10 月 \4,229 
10 月 27

日 
\4,510 11月 9日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,072 

2012 年 12 月 \4,037 
12 月 26

日 
\4,109 1月 13日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,072 

  

○NY金日足（1/12現在） 

…削除済み… 

週末 1/13 の NY 市場は、前日比 16.9 ドル安の 1630.8 ドル。国内換算だと 15 時半比で 27 安

である。 

 

前日までは年末の安値 1523.9ドル→1650ドル台まで戻していた相場だが、欧州の格下げ懸念

（懸念ではなく実際に下がったが）で逆にドル高になったため、週末は反落したわけだ。しかし

この材料などもまさに裏から見たか、表から見たかの話であり、相場が強い場合は逆に買いが入



ったかもしれない。 

…中略… 

 

CFTC 発表の 1/10現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

また 1/13現在の ETF残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、3,900 円〜4,200 円程度の逆張りに移るのではあるまいか。突っ

込み買い、吹き値売りでの対処がベターであると考える。 

 

 
今週のプラチナの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

1 月 10 日 \3,540 32 \3,561 24 

1 月 11 日 \3,655 115 \3,674 113 

1 月 12 日 \3,703 48 \3,723 49 

1 月 13 日 \3,671 -32 \3,690 -33 

プラチナ相場は、先週号においては『大納会で出た 3,300円台で底を打っているのでは？とい

う期待もあるが、今の相場材料ではまだ苦しい。もうしばらく様子見としたい』とコメントした。 

今週の相場展開は、11 日に急騰した相場が 3,744 円（1/13）まで上昇。その後は利食いも入

って 3,700円台を割り込んでの終了である。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

｢相対力指数は 12/30の時点で逆行現象を示しており、もしかしたら底を打ったかもしれない｣

とした相場だったが、3,376円（12/30）→3,744 円まで 368円と 10％ほど戻した展開である。 

 

週末はフランスを中心に欧州 9ヶ国の国債も格下げされ、悪い材料はまた一つ織り込み済みに

なっただろう。 

もちろん国債の格下げというのは、…中略… 

 

一代の動きは以下のとおり。 
東京プラチナ一代の動

き 
      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \4,817 2 月 24 日 \4,997 4月 11日 \3,351 
12 月 30

日 
\3,671 

2012 年 4 月 \4,826 4 月 26 日 \4,921 5 月 6 日 \3,363 
12 月 30

日 
\3,676 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8月 23日 \3,370 
12 月 30

日 
\3,680 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 
12 月 30

日 
\3,686 

2012 年 10 月 \3,918 
10 月 27

日 
\4,199 11月 9日 \3,375 

12 月 30

日 
\3,692 

2012 年 12 月 \3,605 
12 月 26

日 
\3,744 1月 13日 \3,376 

12 月 30

日 
\3,690 

 

○白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,690円（プラチナ）－4,072円（金）＝－382円。 



 

500円以上の逆ザヤで 2番底を付けたサヤは、何とかまた戻した。もうひと月ほどこの 400円

以内の逆ザヤを維持してくれれば、一目均衡表の雲の上に出るトレンド転換である。 

そうなってくれれば、長く続いたプラチナの割安状態が解消する時も来るであろう。 

 

結論として当方の相場観は、材料的にはまだ急騰するには支障が大きいだろうが、昨年末で底

入れをしているのではあるまいか。押し目買い中心の逆張りが良いだろうと見る。 

 

 

 



〔穀物〕 
今週のコーンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

1 月 10 日 \24,560 240 \22,890 50 

1 月 11 日 \24,690 130 \22,980 90 

1 月 12 日 \25,000 310 \23,080 100 

1 月 13 日 \24,150 -850 \22,440 -640 

まずはコーンから… 

先週号においては『上昇の勢いは鈍いが｢閑散に売りなし｣であろう。新春は押し目買い方針で、

天候相場に期待をしてみたいと考える』とコメントした。 

今週の相場展開は、23,000 円前後でもみ合いながらも強含む展開での推移だったが、米農務

省報告で思わぬ弱材料が出た。そのために週末には、急落して終了する事となった。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

シカゴに比べると元々大して上がっていなかったため、農務省報告後の急落もシカゴほどでは

なかったものの、いきなりの週末大陰線の終了である。キング牧師生誕記念で 3連休となる週末

の米国市場は続落なので、週明けの東京市場もまた下げそうではあるが、さてこの下げはどこで

止まるか？ 

 

事前予想では強材料が出るだろうと思われていた今回の米農務省報告が市場にショックを与

えたのは事実だが、ファンダメンタルズから見れば安いところは買い場になるような気はする。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 
東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 \26,850 2 月 16 日 \28,980 4月 11日 \22,050 
11 月 28

日 
\24,150 

2012 年 5 月 \27,970 4 月 18 日 \29,360 4月 21日 \22,000 
11 月 28

日 
\23,510 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8月 30日 \22,110 
12 月 15

日 
\23,440 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9月 13日 \21,930 
11 月 28

日 
\23,380 

2012 年 11 月 \24,400 
10 月 17

日 
\24,750 

11 月 10

日 
\21,110 1 月 1 日 \22,360 

2013 年 1 月 \21,790 
12 月 16

日 
\23,270 1月 13日 \21,650 

12 月 16

日 
\22,440 

 急落した週末は、米農務省報告があるまでは先物が一代高値を更新していたわけで、如何に意

外な急落だったかが良く判る。 

 

○シカゴコーン日足（1/12現在） 

…削除済み… 

週末 1/13のシカゴ市場は、中心限月の 3月限で前日比 12セント安の 599.50セント。国内換

算では 15時半比 290円安である。 

前日は 40 セント安とストップ安だったため、それの消化売り＆3 連休前の整理売りが出てお

り、更に欧州９ヶ国の格下げ＆アルゼンチンの降雨予報が下げに拍車を掛けた展開。 

 

さて 12日に出た米農務省報告である。予想外の弱材料とされて急落したのは事実だが、期末

在庫は 8 億 4600 万 Bu と 12 月発表から 200 万 Bu の減少。在庫率は 6.7％と変わらずで、昨年



の 8.6％よりはまだかなり低い水準。 

もっと強材料が出ると思っていた市場はがっかりして急落したわけだが、そこまで下げなきゃ

いけない水準なのかしらん？というところ。 

 

なお CFTC発表の 1/10現在のファンドのポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、天候相場期前の安値は買い場になるとは思うものの、外部要因も

悪いので慌てて買う事もなかろう。既存の買い玉を保有している向きは、ファンドが投げきるま

でじっと我慢の展開だろう。 

 

 
今週の大豆の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

1 月 10 日 \34,000 10 \38,940 210 

1 月 11 日 \34,130 130 \39,060 120 

1 月 12 日 \34,400 270 \38,990 -70 

1 月 13 日 \33,900 -500 \38,610 -380 

続いて一般大豆です… 

先週号においては『東京市場は頭が重いが、シカゴは 1/4まで急回復していたわけで、今回の

降雨予想は押し目買いの好機であろう。東京は上がっていなかっただけに、その押しも甘いと想

定している』とコメントした。 

今週の相場展開は、米農務省報告前までは横ばいを続け、肝心の報告後は下落。ただし急落と

いうほどではない展開での終了である。 

○東京大豆日足 

…削除済み… 

 39,000 円台まで回復していた相場は、米農務省報告後にコーンが急落したことを受け、再び

38,000円台へと突入である。 

週末のシカゴ市場は再び値を消しているため、週明けの東京市場は 37,000円台へと突入する

可能性は大。さてどこで下げ止まるものか？ 

 

チャートでは 12/15の 36,410円で底を打っているが、…中略… 

  

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \51,280 2 月 16 日 \52,780 4月 11日 \31,400 
11 月 28

日 
\33,900 

2012 年 4 月 \50,170 4 月 18 日 \51,180 4月 21日 \31,200 
12 月 16

日 
\34,510 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \49,910 9 月 5 日 \33,600 
12 月 16

日 
\35,640 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 
12 月 15

日 
\37,900 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \44,250 
10 月 17

日 
\36,410 

12 月 15

日 
\38,450 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \39,390 1 月 4 日 \36,830 
12 月 16

日 
\38,610 

 

○シカゴ大豆日足（1/12現在） 

…削除済み… 



週末 1/13のシカゴ市場は、3月限で 24.25セント安の 1158.25セント。東京市場 15時半比で

は 850円安の急落である。 

下げた材料は欧州 9 ヶ国の格下げ＆アルゼンチンの降雨予報。前日の米農務省報告も弱気で

あるところに、シカゴは 3連休前ということでは、売られやすい地合いもしょうがないところか。 

 

米農務省報告はでは、期末在庫を 12月から 4500 万 Bu増加させて 2億 7500万 Buと発表。在

庫率は 7.6％→9.1％に大幅改善であり、前年の 6.6％よりもかなり多い発表。 

これは輸出需要を下方修正したことも大きく、これで南米の乾燥懸念も後退するようなら、一

気に買いの期待はしぼんでしまう。これでは一度撤退して、出直しを図った方が良さそうだ。 

 

なお CFTC発表の 1/10現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、買い玉は損切りでも撤退して様子見であろう。南米の干ばつ懸念

も後退している中での期末在庫増は悪く、外部環境はもっと悪い。ファンドが投げるまではダメ

な相場であろう。 

 

 

 



〔コメ〕 
今週のコメの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

1 月 10 日 \13,250 -150 \13,670 -190 

1 月 11 日 \13,200 -50 \13,650 -20 

1 月 12 日 \13,440 240 \13,900 250 

1 月 13 日 \13,600 160 \14,070 170 

 

先週号において｢結論から先に言えば当方はここから途転買いに廻るつもり｣としたが、今週

は 11日に急落したので一気に転換。そこから再び 14,000円台に回復しており、大成功である。 

 

限月によっては…中略… 

 
東京コメ一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 1 月 \17,280 8 月 9 日 \17,400 8 月 9 日 \13,120 1 月 11 日 \13,600 

2012 年 2 月 \15,500 8 月 22 日 \15,700 8月 26日 \13,350 9 月 29 日 \13,960 

2012 年 3 月 \14,200 9 月 21 日 \15,240 11月 9日 \13,360 9 月 29 日 \13,950 

2012 年 4 月 \14,330 
10 月 21

日 
\15,250 11月 8日 \13,380 1 月 11 日 \13,970 

2012 年 5 月 \14,700 
11 月 21

日 
\14,790 

11 月 21

日 
\13,440 1 月 11 日 \14,040 

2012 年 6 月 \14,170 
12 月 21

日 
\14,170 

12 月 21

日 
\13,480 1 月 11 日 \14,070 

 

 

 



〔ゴム〕 
今週のゴムの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

1 月 10 日 256.8 5.0 272.9 5.0 

1 月 11 日 259.8 3.0 276.8 3.9 

1 月 12 日 262.0 2.2 280.4 3.6 

1 月 13 日 260.0 -2.0 277.6 -2.8 

先週号においては『年は変わっても戻り売りに変化は出ないだろう。日米の新車販売台数は回

復しているらしいが、そうして戻ったところが売りになるだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、戻りに入った相場が 282.0円（1/13）まで上昇。その後週末は、高値から

下落しての陰線引けである。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週は 280円台までは戻した。1/5の安値 258.7円からは 20円以上の戻りである。 

しかし戻りはあってせいぜい 30円程度であろうし、天井を打った相場は｢半値・八掛け・2割

引｣になるわけで、目先の戻りは関係ないだろう。535円の半値は 267円、その八掛けは 214円、

その 2割引きは 172円であり、まだまだ売りの時代は続くはず。 

 

そんな中で欧米 9ヶ国の国債格下げであり、世界経済の前途は多難である。年初から戻した相

場だが、戻りもそろそろ終了だろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 1 月 383.8 7 月 26 日 396.5 7月 27日 244.0  
11 月 11

日 
260.0  

2012 年 2 月 362.2 8 月 26 日 379.0 8月 31日 246.0  
11 月 11

日 
261.5  

2012 年 3 月 318.7 9 月 27 日 327.9 
10 月 17

日 
247.5  

11 月 11

日 
267.6  

2012 年 4 月 292.5 
10 月 26

日 
316.2 

10 月 28

日 
248.6  

11 月 11

日 
272.3  

2012 年 5 月 266.0 
11 月 25

日 
294.0 12月 8日 256.9  1 月 5 日 275.1  

2012 年 6 月 279.6 
12 月 22

日 
282.0 1月 13日 258.7  1 月 5 日 277.6  

 

当先のサヤは、1月限 260.0円～6月限 277.6円と 17.6 円の順ザヤ。順ザヤ幅は若干拡大であ

り、まだサヤ滑りが懸念されるサヤだ。 

  

週末現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は、12/31現在で 1,141トン増の 13,439トン。4旬ぶりの増加である。 

 

12/30の上海ゴム在庫は、…中略… 

 

上海ゴム価格は、2万 5000元台半ばまで戻して、週末は小緩んで終了。 

   

 結論として当方の相場観は、280円台からの上値は困難だろう。戻り売り時代は相当の長期間

に渡って続くと想定され、戻り売り一貫の相場であるとの判断である。



〔石油製品〕 
今週の原油の値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

1 月 10 日 \53,820 340 \52,480 370 

1 月 11 日 \53,720 -100 \52,330 -150 

1 月 12 日 \53,830 110 \52,360 30 

1 月 13 日 \53,650 -180 \51,950 -410 

まずは原油から… 

先週号においては『チャートは押し目買いを示唆。イラン問題の行方は流動的だが、万が一に

でも戦争馬勃発してホルムズ海峡封鎖となれば、原油価格は史上最高値を更新するように舞い上

がるだろう。ニュースに注目である』とコメントした。 

今週の相場展開は、NY 原油は反落に転じて 100 ドル割れ。3 連休前の週末も、高値は 100.19

ドルと 100ドル台があったが、安値は 97.70ドルもあっての 98.70ドルでの終了である。 

 

東京原油は、52,000円台でもみ合いを演じていたが、52,960 円（1/13）まで上昇した後に急

反落。51,000円台に突入して終了である。 

 

○NY原油日足（1/12現在） 

…削除済み… 

週末 1/13の NY市場は、前日比 0.40ドル安の 98.70ドルで終了。1/4の高値 103.74ドルから

は、5ドルほどの下落である。 

つまりは直近で 10ドル上げた相場が、半値押しをしたというわけである。 

 

イラン問題は若干緊張感が和らぎ、そんな中での欧州９ヶ国での格下げから景気後退〜需要低

下が危惧される中で、原油価格は 100ドルを再び割り込んだわけだ。 

今や原油は金融商品であり、株式市場との連動性も非常に高くなっている。高すぎるのも困る

だろうが、下がれば下がったで株価にも悪影響が出ると言われており、この辺でウロウロして

いるのが一番好ましいらしい。 

…中略… 

 

結論から先にいえば、目先はちょっとまた売られ、その後にまた急反騰すると読むが、果たし

て？ 

 

なお 1/10 現在のファンドのポジションは、…中略… 

  

○東京原油日足 

…削除済み… 

週末の北海ブレントは 110ドル台、ドバイ原油は 108ドル前後であり、まだ NY原油よりも高

値に位置している。 

東京原油はこのドバイ原油に対応した商品だが、NY 原油の押しの割にはまだそんなに下げて

いない印象だ。週明けは換算で 490円安であるが、どうせなら 51,000円割れ程度までは押して

もらいたいところ。 

 

ただし 5万円を大きく割るほど下がるかは、現状では疑問あり。2,000円〜3,000円程度の押

しを入れ、その後また上昇して行くのがチャートにとって理想的である。 

 



 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 1 月 \54,590 8 月 1 日 \55,780 8 月 2 日 \44,840 10 月 5 日 \53,650 

2012 年 2 月 \52,500 9 月 1 日 \53,930 1月 13日 \44,550 10 月 5 日 \53,100 

2012 年 3 月 \45,770 10 月 3 日 \53,710 1月 13日 \44,390 10 月 5 日 \52,740 

2012 年 4 月 \50,630 11 月 1 日 \53,460 1月 13日 \48,130 
12 月 19

日 
\52,500 

2012 年 5 月 \51,720 12 月 1 日 \53,200 1月 13日 \47,910 
12 月 19

日 
\52,200 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \52,960 1月 13日 \51,100 1 月 4 日 \51,950 

 当きりを除いて高値更新した後の反落であり、先物が安値更新したらまた反騰に転じるのでは

あるまいか？ 

 

結論として当方の相場観は、調整局面入した相場であるが、大きな押しは無いだろう。調整完

了を待つか、急落を待って買う相場であると見る。 

 

 
今週のガソリンの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

1 月 10 日 \64,890 610 \65,470 390 

1 月 11 日 \64,870 -20 \65,450 -20 

1 月 12 日 \64,650 -220 \65,510 60 

1 月 13 日 \64,310 -340 \65,170 -340 

続いてガソリンです…先週号においては『値頃で売るのは危険であろう。イラン問題が更に緊

迫化すれば舞い上がる可能性もあり、今は押し目買いで対処する時期であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末には 66,110円（1/13）まで上昇したものの、その後は NY原油の下落

で乱高下。64,000円台まで下げたが、崩れきれずにまた戻して小幅安の終了。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

チャートでは上げ悶えている印象もあるし、突っ込めば買われやすい感じもある場面であり、

年頭から上がってきた相場も踊り場に差し掛かった展開である。 

しかし中東情勢の緊迫化も若干緩んでいる現状では、…中略… 

 

 一代の推移は、以下のとおり。 
東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \66,600 7 月 26 日 \66,800 7月 27日 \55,500 10 月 5 日 \64,310 

2012 年 3 月 \61,280 8 月 26 日 \65,910 1月 13日 \55,800 10 月 5 日 \65,120 

2012 年 4 月 \58,900 9 月 26 日 \67,180 1月 13日 \57,260 10 月 5 日 \66,320 

2012 年 5 月 \62,380 
10 月 26

日 
\67,040 1月 13日 \59,350 

11 月 22

日 
\66,160 

2012 年 6 月 \61,020 
11 月 28

日 
\66,520 1月 13日 \60,510 

12 月 19

日 
\65,610 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\66,110 1月 13日 \62,500 

12 月 30

日 
\65,170 

  

1/13 現在の業者間転売価格は、…中略… 

  

1/7現在のガソリン在庫は、…中略… 



  

 結論として当方の相場観は、目先の相場は調整局面に入っただろう。週末まで一代高値を更新

してきた相場だけに、まずは一度下押すのが先だろうと見る。 

 

 
今週の灯油の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

1 月 10 日 \69,210 250 \63,610 310 

1 月 11 日 \68,890 -320 \63,490 -120 

1 月 12 日 \68,780 -110 \63,500 10 

1 月 13 日 \68,460 -320 \63,060 -440 

最後に灯油です…先週号においては『原油高と需要の増加で反騰した相場だが、まだ手放しで

買う相場ではないだろう。強気するなら原油かガソリンの方がマシだろうゆえ、仮に一段高する

としても様子見である』とコメントした。 

今週の相場展開は、完全に横ばいに入った相場が、週末は若干下押しての終了となった。 

○東京灯油日足 

…削除済み… 

64,000円台から頭の重い展開が続いており、週末は一時 62,000円台まで下押した。如何に需

給が緩んでいる中で、中東情勢緊迫化などから原油価格が上昇する中で戻してきた灯油相場も、

そろそろまた下押す時期が到来したのだろう。 

 

 大崩れするかどうかは判らぬが、原油やガソリンが一代高値を週末まで更新する中で、灯油は

そこまでの上昇にもなっていなかった。調整は確実なのではあるまいか。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 
東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 2 月 \69,790 7 月 26 日 \69,840 7月 26日 \59,980 10 月 5 日 \68,460 

2012 年 3 月 \64,150 8 月 26 日 \67,880 11月 9日 \58,670 9 月 26 日 \66,820 

2012 年 4 月 \59,490 9 月 26 日 \66,770 11月 9日 \57,250 10 月 5 日 \65,150 

2012 年 5 月 \61,740 
10 月 26

日 
\66,310 11月 9日 \59,010 

12 月 19

日 
\63,760 

2012 年 6 月 \62,400 
11 月 28

日 
\64,810 12月 6日 \58,700 

12 月 19

日 
\63,050 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\64,030 1 月 6 日 \50,660 

12 月 30

日 
\63,060 

  

1/13 現在の業者間転売価格は、…中略… 

 

1/7現在の灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、需給が緩んでいる相場に急騰はなかろう。そろそろまた大きく下

押す時期が到来したと見る。 

  

  

  



〔為替〕 

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

チャートでは 12 月半ばには雲の上に出て円高反転のシグナルも出つつあったのだが、結局は

年末の円高到来で元の木阿弥に。今も 76円台での推移である。 

 

世間は円高なら海外旅行は安く行けるし、輸入品は安く買えるのだから、喜んでいる人も多い

のだろう。難しく考えるよりは、そんなんで良いのかもしれん。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

週末の NY 市場では、高値 97.03 円、安値 98.77 円と上下。欧州９ヶ国の格下げで材料出尽

くしとされたのかもしれないが、どうせ戻してもまた円高/ユーロ安は到来するだろう。 

…中略… 

 

○ ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

底抜けしては小戻ししても、流れはユーロ安のまんま。ドルだって盤石じゃないのだから、こ

れじゃ円高の流れも当分変わりそうもないね。 

 

 

このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

ひげの中ちゃん相場情報 

中田幸一郎 

メールアドレス info@higenaka.com 


